
97鷲見英司：中山間地域における社会関係資本の実態に関する質問紙調査報告

１．本質問紙調査の概要

　本調査は，新潟県内の中山間地で暮らす人々の政治参加，社会関係資本（ソーシャルキャピ

タル）の実態及び本調査対象地域で2000年から行なわれている「大地の芸術祭」が地域社会や

人々のつながりなどに与えた影響を学術的に調べることを目的としている。

　本調査は，表１に示したように2018年11月24日から12月26日にかけて，新潟県十日町市と津

南町で選挙権を有する20歳から84歳までの男女を対象として実施した。サンプリングは選挙人

名簿から等間隔抽出法によって抽出し，質問紙の配布・回収は郵送で行った。表２［1］に示し

た通り，配布数は1950票（津南町650票，十日町市1300票）であり，回収数は784票（津南町275票，

十日町市509票）で，回収率は40.2％（津南町42.3％，十日町市39.2％）であった。

　表２［2］には，配布・回収割合と調査地域の人口割合を示している。実際の津南町と十日町

市の人口割合は，15：85であるが，津南町のサンプルサイズが小さくなることを回避するために，

本調査では配布数が１：２（つまり津南町を1/3，十日町を2/3）になるように設計した。回収

率は津南町で高かったため，回収票の割合は35：65となった。また，十日町市内でみれば，旧

十日町市と旧４町村（旧川西町・旧中里村・旧松代町・旧松之山町）の人口比はおよそ70：30

であるが，後者の回収率が高かったことから，回収数は67：33となった。

　本質問紙調査の構成は，問１は居住市町の政治・選挙に対する意識に関する設問である。問

２は地域社会に対する意識やソーシャルキャピタル（社会参加，信頼，つきあい，互酬性等）

に関する設問である。問３は2000年から当地域で行われてきた「大地の芸術祭」に関する設問

である。問４は家族や友人とのつきあいといった結束型ソーシャルキャピタルに関する設問で

ある。最後に，個人属性について質問している。 

　本稿の構成は以下の通りである。第２節では，2-1節において回答者属性についてまとめた

うえで，2-2節では問１から問４までの回答を津南町，旧十日町市及び旧４町村別に集計した

結果を示す。また，文末に参考資料として質問紙調査票を掲載する。 

調査報告調査報告
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表１．アンケート調査の概要

表２．回収率と人口分布

［1］地域別回収率

 

［2］地域別配布・回収割合と人口割合

 

　　　　

表３．津南町と十日町市の首長選挙結果

 

 

項　　目 内　 容

対　　象 十日町市，津南町で選挙権を有する20歳から84歳までの男女

実施時期 津南町　：2018年11月24日－12月11日

十日町市：2018年12月８日－12月26日

抽出方法 十日町市，津南町選挙人名簿を用いた等間隔抽出

配布回収 郵送法

配布票数 1950票：津南町650票，十日町市1300票

回収票数 784票：津南町275票，十日町市509票

注：津南町，十日町市住民基本台帳より作成。

注：津南町選挙管理委員会，十日町市選挙管理員会が公表する過去の選挙
結果より作成。人数は単位：人。
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２．集計結果

　本質問紙調査の一次集計結果は，表4と表5に示すとおりである。

2-1．回答者属性

　回答者属性は，性，年齢，職業，同居者数，同居家族，居住年数，出身地，出身集落・町内

及び学歴について質問している。属性の集計結果は，表４［1］［2］に示すとおりである。

　⑴性別は，全体では男性48.5％，女性51.5％である。旧十日町市のみ男性が女性よりも多い

ものの，男女の分布に地域間の有意な差は見られない。

　⑵年齢は，全体では75歳以上が最頻値17.8％であり，50歳代以上で78.2％を占めている。一方，

20歳代と30歳代は10.4％である。地域間の有意な差は見られない。2015年の国勢調査でも，75

歳以上が最頻値29.1％であり，50歳代以上で72.5％程度を占めている。一方，20歳代と30歳代

は15.6％である。本調査のサンプルは20-30歳代と75歳以上が国勢調査における人口分布より少

ない傾向がある。

　⑶職業は，全体では正社員が24.2％で最頻値であるが，年金生活者も同程度である。職業の

分布は地域によって異なっており，例えば，農林業者は旧十日町市で少ないのに対して，津南

町では割合が高い。

　⑷同居者数は，全体では２人が27.2％で最頻値であり，次いで３人も20％を超えている。１

人暮らしは5.7％である。旧４町村では２人が特に高いことから地域間の有意な差はわずかに

確認される。

　⑸同居家族は，全体では配偶者が79.3％で最頻値であり，次いで子どもが50％を超えている。 

　⑹居住年数は，全体では30年以上が70.1％最頻値であり，これは回答者のうち50歳以上が

78.2％であることと関係している。

　⑺出身地は，全体では82.0％が現在居住する市町の出身者である。この分布は地域によって

異なっており，津南町は74.3％であるのに対して，旧４町村では90.4％が当該地域出身者である。

　⑻出身集落・町内は，全体では52.7％が現在居住する集落や町内の出身者である。この分布

は地域によって異なっており，旧十日町市は42.5％であるのに対して，津南町では61.1％が現

在居住する集落や町内の出身者である。

　⑼学歴は，全体では高卒者が40.2％で最頻値であり，次いで中学校卒が27.5％である。大卒

と大学院卒の合計は12.2％である。地域間の有意な差は見られない。
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表４．回答者属性

　［1］個人属性(a)
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　［2］個人属性(b)

 

 

 

注：１．津南町，旧十日町市及び旧４町村（旧川西町・旧中里村・旧松代町・旧松之山町）別に集計。
　　２．左側は回答数。右側は回答割合。ただし，［多重回答］は回答者計に対する割合。
　　３．各地域と各回答の独立性に関する検定結果はχ2値（Chi2）を参照（多重回答を除く）。
　　　　***は１％，**は５%，*は10％有意水準で帰無仮説を棄却することを意味する。 
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2-2．集計結果

［1］居住地域の政治・選挙に対する意識

　問１は，居住地域の政治・選挙に対する意識についての設問であり，津南町は2018年６月に

行われた町長選挙について，十日町市は2017年４月に行われた市長選挙について質問している。

　⑴首長選挙について，全体では94.7%が「投票した」と回答した。表３は，実際の過去３回の

津南町と十日町市の首長選挙の結果を示しているが，投票率は低下傾向にあるものの，直近の

選挙でも70％台という高水準を維持している。本調査の回答者の投票率は実際よりもかなり高

い水準といえる。また，旧十日町市は棄権割合が8.2％と他地域より高いことから，投票率の

分布は地域間の有意な差が見られる。

　⑵「選挙で投票した気持ちに一番近いもの」は，全体では「住民の義務」が42.4％で最頻値

である。これには地域間の有意な差が見られ，津南町長選では「当選させたい候補がいた」が

37.8％で最頻値であり，十日町市長選では旧十日町市が16.0％と旧４町村が11.9％であったの

と対照的である１。 

　⑶首長選で考慮した「政策課題」は，全体では「医療・介護」が64.8％で最頻値であり，次いで「高

齢化対策」が52.0％であった。この結果は，回答者のうち60歳以上が60％であることから当然

ともいえる。他方，「少子化対策」や「人口対策」は共に30％台であった。この設問は多重回答

形式であり，（回答数計の割合が361.9％（回答数/回答者数）なので，平均すると3.6個の政策

課題を挙げたことになる。

　⑷「投票に行かなかった理由」は，全体では「関心がない」が34.1％で最頻値であり，次いで「適

当な候補者がいない」が19.5％であった。

［2］地域社会に対する意識・ソーシャルキャピタル

　問２は地域共同活動，ボランティア及び趣味・スポーツ活動等への参加，信頼（一般信頼，

特定信頼），近所つきあい，互酬性，地域に対する愛着といったソーシャルキャピタルに関す

る設問である。

　⑴「地域共同活動（集会所の清掃、神社や寺の管理、行事の運営等）への参加」は，全体では「可

能な範囲で参加」が59.2％で最頻値であり，次いで「積極的に参加」が19.2％である。地域間の

有意な差は見られない。

　⑵「ボランティアや市民活動への参加」は，全体では「可能な範囲で参加」が38.9％で最頻値

であり，次いで「あまり参加しない」が32.1％である。旧十日町市で，他地域よりも参加しな

い割合が高いことから，地域間の差がわずかに確認される。

　⑶「スポーツや趣味等への参加」は，全体では「可能な範囲で参加」が36.3％で最頻値であり，

――――――――――――――――――――――――
１　これには，2018年の津南町長選で女性31歳元町議が初当選し，全国最年少町長が誕生したことが影響したも
のと推察される。
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次いで「あまり参加しない」が32.0％である。地域間の有意な差は見られない。

　⑷「他人への信頼（一般信頼）」は，全体では「ある程度信頼」が65.8％で最頻値であり，次い

で「信頼できる」が25.6％である。地域間の有意な差は見られない。

　⑸「集落や町内の人々への信頼（特定信頼）」は，全体では「ある程度信頼」が54.2％で最頻値

であり，次いで「信頼できる」が37.1％である。地域間の有意な差は見られない。

　⑹「集落や町内の人々とのつきあい：程度」は，全体では「日常的に立ち話」が47.5%で最頻

値であり，次いで「生活面でも協力しあう」が26.4％である。旧十日町市では「生活面でも協力

しあう」が低く，「あいさつ程度」が高いことから，地域間に有意な差が見られる。

　⑺「集落や町内の人々とのつきあい：人数」は，全体では「少数の人」が50.5%で最頻値であり，

次いで「半分程度の人」が33.3％である。旧十日町市では「ほとんどの人」が低く，「面識なし」

が高いことから，地域間に有意な差が見られる。

　⑻「地域の利益になることへの時間や労力の提供（互酬性）」は，全体では「賛成」が64.5％で

最頻値であり，次いで「どちらでもない」が33.8％である。地域間の有意な差は見られない。

　⑼「集落や町内への愛着」は，全体では「ある程度愛着」が52.1％で最頻値であり，次いで「と

ても愛着」が28.4％である。地域間の有意な差は見られない。

［3］ 大地の芸術祭

　問３は2000年から当地域で行われてきた「大地の芸術祭」について質問している。

　⑴「芸術祭との関わり」については，全体では「これまで関わり無し」が41.6％で最頻値であり，

次いで「作品イベント見学」が32.0％である。ただし，「これまで関わり無し」は旧４町村では

29.6％と低く，一方で津南町では49.4％が回答している。「作品イベント見学」の回答者は全体

で225名であり，そのうち「作品イベント見学」だけの回答者は150名で全体の21.3％である。

　作品見学以外で関わりがあった回答者のうち，全体では「関連行事への協力」が15.6％，「勤

務先の仕事」が12.5％， 「アーティスト協力」が8.2％，「来訪者への作品案内」が6.0％，「ワーク

ショップ」が5.4％，「作品管理」が3.6％，「こへび隊への協力」が3.1％，「資産の貸与」が1.6％であっ

た。地域別でみると，旧4町村は，他の地域よりもこれらのすべての割合が高く，芸術祭の活

動が盛んであったことが確認される。

　⑵作品見学以外で芸術祭と関わりがあった回答者の「きっかけ」は，全体では「勤務先の仕事」

と「集落で頼まれた」が共に35.7％で最頻値であり，次いで「興味があった」が24.1％である。

　⑶作品見学以外で芸術祭と関わりをもった「時期」は，全体では「第６回（2015年）」が32.9％

で最頻値であり，次いで「第１回（2000年）」が32.5％である。これは，旧４町村では，第１回

までの割合が高く，最近になるほど，津南町や旧十日町市の割合が高くなる傾向が確認できる。

芸術祭が松代地域や松之山地域から他地域へ広がりをみせたためであると考えられる。 

　⑷作品見学以外で芸術祭と関わりをもった回答者のうち，「開催前の準備期間中の準備への

参加の頻度」は，全体では「参加していない」が60.4％で最頻値であり，次いで「月に数回程度」
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が16.5％である。地域間の有意な差は見られない。

　⑸作品見学以外で芸術祭と関わりをもった回答者のうち，「開催期間中の（作品見学以外の）

活動の頻度」全体では「参加していない」が46.0％で最頻値であり，次いで「期間中に数回程度」

が24.9％である。地域間の有意な差は見られないが，期間中に「ほぼ毎日」や「週に数回以上」

といった高頻度で活動していた回答者は10.2％であり，地域別ではこれらの回答者の割合は十

日町市のほうが津南町よりもわずかに高い傾向がある。

　⑹「芸術祭のアート作品が地域の伝統・歴史を反映しているか」については，全体では「ど

ちらともいえない」が52.9％で最頻値であり，次いで「（反映していると）思わない」が25.5％で

ある。「どちらともいえない」が津南町で高く，「思わない」が旧４町村で高い傾向があるが，

地域間の有意な差は見られない。

　⑺「芸術祭がもたらした地域の新しい魅力」については，全体では「アート作品」が49.0％で

最頻値であり，次いで「来訪者との交流」が42.5％である。キナーレ，農舞台，キョロロなど

がある十日町市では，「ステージ施設」の回答割合が高い傾向にあるが，地域間の有意な差は

見られない。 

　⑻「今後の芸術祭の継続」については，全体では「賛成する」が55.8％で最頻値であり，次い

で「どちらともいえない」が38.9％である。賛成割合は津南町で高く，これまで開催の中心であっ

た旧４町村では低いことから，地域間の有意な差が見られる。

　⑼「2018年の開催期間の居住集落・町内でのアート作品の設置の有無」については，全体で

は「設置されていた」が46.8％で最頻値であり，次いで「されていなかった」が41.7％である。

これは旧十日町市が低いことから，地域間の有意な差が見られる。

［4］ 家族や友人とのつきあい

　問４は回答者の日頃の家族・親戚や友人との関係について質問している。

　⑴「家族と買い物や外食等に出かける頻度」は，「週に１回～月に数回程度」が43.8％で最頻

値であり，次いで「月に１回～年に数回程度」が30.6％である。地域間の有意な差は見られない。

　⑵「家族と集落・町内活動に参加する頻度」は，「月に１回～年に数回程度」が54.8％で最頻

値であり，次いで「年に１回から数年に１回」が23.7％である。地域間の有意な差は見られない。

　⑶「親戚と会う頻度」は，「月に1回～年に数回程度」が47.9％で最頻値であり，次いで「週に

１回～月に数回程度」が26.3％である。地域間の有意な差は見られない。

　⑷「友人と会う頻度」は，「月に1回～年に数回程度」が39.7％で最頻値であり，次いで「週に

１回～月に数回程度」が28.8％である。地域間の有意な差は見られない。
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表５．集計結果

　［1］問１市町村の政治・選挙に対する意識について
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　［2］問２地域社会に対する意識について
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　［3］問３大地の芸術祭について
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　［4］問３大地の芸術祭について・問４家族や友人とのつきあいについて

 

注：１．津南町，旧十日町市及び旧４町村（旧川西町・旧中里村・旧松代町・旧松之山町）別に集計。
　　２．左側は回答数。右側は回答割合。ただし，［多重回答］は回答者計に対する割合。
　　３．各地域と各回答の独立性に関する検定結果はχ2値（Chi2）を参照（多重回答を除く）。
　　　　***は１％，**は５%，*は10％有意水準で帰無仮説を棄却することを意味する。 
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３．まとめ

　本質問紙調査の一次集計の主な結果をまとめると以下の通りである。

　まず，回答者の年齢構成は，20-30歳代と75歳以上が少ないが，およそ実際の年齢構成を反

映したものとなっている。属性の地域差は，職業と出身地と出身集落・町内に現れた。職業では，

旧十日町市で正社員の割合が高く，津南町で農林業者が相対的に多く見られた。出身地と出身

集落では，津南町では，町外出身者が相対的に多く見られたものの，現在居住する集落・町内

出身者も多く見られた。他方，十日町市では，市内出身者が相対的に多く見られたものの，現

在居住する集落・町内出身者は少ないことが確認された。

　つぎに，設問項目のうち，投票意識では，津南町と十日町市は共に首長選の投票率が高いが，

回答者はさらに投票率が高いグループであった。投票行動（政治参加）は，ソーシャルキャピ

タルの代理変数とみなされるため，高投票率は本地域における高水準のソーシャルキャピタル

の蓄積を示唆している。回答者が重視した政策は，医療・介護，高齢化政策であったが，これ

は年齢構成が反映された結果と考えられる。

　ソーシャルキャピタル（地域共同活動，ボランティア，趣味・スポーツ活動等への参加，信頼，

近所つきあい，互酬性及び地域に対する愛着等）に関する設問は，どれもポジティブな回答割

合が高いことが確認された。なかでも，地域共同活動，集落や町内の人々とのつきあい，特定

信頼等が示す結束型ソーシャルキャピタルについては，ポジティブな回答割合が高かった。（地

域共同活動以外の）ボランティアや個人的な趣味等の活動や一般信頼が示す橋渡型ソーシャル

キャピタルも高水準であるものの，結束型よりはポジティブな回答割合がわずかながら低いと

いう特徴が見られた。

　大地の芸術祭については，これまでの７回の開催を通じて，まったく関わりのない住民が

40％程度，作品やイベントの見学のみの住民が20％程度であることが明らかになった。一方で，

残りの40％程度の住民が芸術祭の準備や運営に協力などのかたちで，過去に関わっていたか，

現在関わっていることが明らかになった。そのきっかけは，「仕事」，「集落で頼まれた」とい

う回答が多かったが，「興味があった」という回答も多く見られた。

　また，芸術祭が「地域の伝統や歴史を反映しているか」については，「思わない」が「思う」

をわずかに上回っており，「どちらともいえない」を含めれば，地域の伝統や歴史を反映して

いないという住民の認識が支配的であることが確認された。今後の開催継続については，松代・

松之山地域を含む旧４町村ではむしろ，津南町や旧十日町市よりも賛成割合がわずかに低いこ

とも示された。

　「家族と買い物や外食等に出かける頻度」の最頻値が「週に１回～月に数回程度」であるのに

対して，親族や友人との交流は「月に１回～年に数回程度」が最頻値であった。結束型ソーシャ

ルキャピタルに分類される，家族との交流と親類や友人との交流との間で違いが確認された。
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参考：質問紙調査票
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113鷲見英司：中山間地域における社会関係資本の実態に関する質問紙調査報告
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